
郵便物として輸入される場合の植物防疫法に基づく輸入
検査の流れ 

海外からの郵便物 
（輸出国で行われた植物検疫の検査証明書の添付） 

郵便局（通関手続きを行う郵便局）に到着 

植物防疫官が輸入植物の検査を実施（法第８条第５項） 
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【植物防疫法 関係条文】 
第８条   
１～３ （略） 
４  日本郵便株式会社は、通関手続が行われる事業所において、植物又は輸入禁止品を包有し、又は包有している疑いの

ある小形包装物又は小包郵便物の送付を受けたときは、遅滞なく、その旨を植物防疫所に通知しなければならない。  
５  前項の通知があつたときは、植物防疫官は、同項の小形包装物又は小包郵便物の検査を行う。この場合において、検

査のため必要があるときは、日本郵便株式会社の職員の立会いの下に当該郵便物を開くことができる。  
６  前項の検査を受けていない小形包装物又は小包郵便物であつて植物を包有しているものを受け取つた者は、その郵便

物を添え、遅滞なく、その旨を植物防疫所に届け出て、植物防疫官の検査を受けなければならない。  
 

（参考資料） 

※法第８条第６項に基づき、植物防疫所に届け出て、植物防疫官による検査を受けなければならない。 

○法第８条第４項に基づき、植物防
疫所に通知 
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